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直 林 不 退 氏
相愛大学 客員教授

「これまでの伝道を捉えなおす」提 言

【経歴】  群馬県出身。龍谷大学大学院文学研究科
国史学専攻博士課程単位取得。博士（文
学・花園大学）。龍谷大学・佛教大学・花
園大学各非常勤講師、相愛大学准教授、教
授を歴任。現在・相愛大学客員教授、節談
説教研究会副会長、滋賀県淨宗寺住職。

【著書】  『節談椿原流の説教者』（永田文昌堂）、『妙
好人・日暮しの中にほとばしる真実』（佼
成出版社）、ＤＶＤ構成解説『範淨文雄説
教集』（国書刊行会）など。

貴 島 信 行
龍谷大学 文学部教授

「浄土真宗における
　　　伝道の目的と課題」

提 言

【経歴】龍谷大学大学院文学研究科真宗学専攻修
士課程修了。文学修士。龍谷大学非常勤
講師、浄土真宗本願寺派教学伝道研究セ
ンター委託研究員を経て、現在は龍谷大
学文学部教授、中央仏教学院講師、本願
寺派布教使課程専任講師、本願寺派布教
使、大阪府真行寺住職。

【著書】『やさしく語る親鸞聖人伝』（共著・本願
寺出版社）、『み仏の声を聞く』（百華苑）
など。

「これからの伝道を考える」

朝 倉 行 宣 氏
浄土真宗本願寺派照恩寺 住職

提 言

【経歴】福井県出身。龍谷大学在学中から DJ や舞
台照明オペレーターを経験。新しい仏教
表現の試みとして「テクノ法要」を考案、
実施。SNS やメディアで注目を集める。築
地本願寺、名古屋東別院、東京国立博物
館、ニコニコ超会議などの国内イベント
や、アメリカの BURNING MAN、フランス
の Dharma Techno などの海外イベント
に参加。また、DOMMUNE でのパフォー
マンスは、全世界に向けて発信された。現
在、タワーレコードより「テクノ法要 第 1
集 ～光のつながり～」を発売中。

杉 本 光 昭 氏
節談説教研究会 理事

節談説教節談実演

【経歴】  兵庫県出身。岩手医科大学歯学部卒業。大阪
大学歯学部付属病院医員研修医、カリフォル
ニア州立大学ロサンジェルス校（ＵＣＬＡ）
Maxillofacial Prosthetics 専攻を経て現職。三
田市にて杉本歯科医院を開業し、歯科医師と
して活躍しながら自死遺族サポート「虹玉の
会」を主宰。主な所属先は、日本歯科補綴学
会、日本緩和医療学会、十方会（兵庫教区の布
教使団体）、兵庫県光澤寺住職。

葛 野 洋 明
龍谷大学 文学部教授

【経歴】龍谷大学大学院文学研究科真宗学専攻博士
後期課程満期依願退学。文学修士。浄土真宗
本願寺派教学伝道研究センター（現、浄土真
宗本願寺派総合研究所）主任研究員等を経
て、現職。本願寺派布教使課程専任講師、本
願寺派布教使。

【著書】  『親鸞とアメリカ』（共著・龍谷大学仏教文
化研究所）、『親鸞』（共著・真宗教団連合）な
ど。

　 「伝道を考える～これまで・そしてこれから～」と題して公開シンポジウムを開催いたします。
　浄土真宗は布教伝道を大切にしてきた歴史があります。口述による法話伝道を主としながら、多種多様な布教伝
道が脈々と実践されてきました。
　実践真宗学研究科の宗教実践分野においても、法話や儀礼による布教伝道に関する様々な研究を蓄積してきま
した。それらの研究をふまえて、  「伝わる」という本質と「伝える」方法について、研鑽と試行がなされ続けなければ
なりません。
　本シンポジウムでは、これまでの伝道を捉え直し、これからの伝道を考えてみたいと思います。参加者にとって、
伝道における重要な視点や要素が明らかになる機縁となることを目指します。

パネリスト

〈入試日程：大学院実践真宗学研究科〉

入試種別 出願期間
（締切日消印有効）

試 験 日 合格発表

春期試験
一般入試
社会人入試

2020年1月7日（火）～
１月24日（金） 2020年２月16日（日） 2020年2月22日（土）

国内外の大学卒業生、医療、社会福祉、教育などの分野で活躍している社会人など、分野にとらわれずに、安穏をもたらす宗教
的実践を考え、その可能性を探求する方々を歓迎いたします。

節談実演 コーディネーター
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